
　１．主　　　催 福島県ソフトボール協会

　２．共　　　催 福島民友新聞社
　

　３．後　　　援 福島市、福島市教育委員会、福島市スポーツ協会
　

　４．協　　　賛 ナガセケンコー株式会社

　５．主　　　管 県北ソフトボール協会、県北地区中学校体育連盟ソフトボール専門部

　６．会　　　期 令和８年1０月３１日 (土)～11月１日（日）　　　　予備日１１月７日 (土)

　７．会　　　場 福島市　十六沼公園スポーツ広場

　８．参加資格 令和８年度福島県ソフトボール協会に登録加盟した中学生の女子チーム。

なお、合同チームの元チーム数については、３チーム以上での合同も可とする。

(１)オープン参加とする。

(2)合同チームの選手構成は、地区大会と同じであること。

　９．チーム編成 （１）監督１名、コーチ2名、選手18名以内、引率者(クラブチームは代表者）１名とする。

　　スコアラーのベンチ入りは認めない。

（2）チーム内に（公財）日本スポーツ協会または（公財）日本ソフトボール協会のいずれかの資格

を有する者がいること（有資格者全員申込書の備考欄に記載すること）

●資格証と顔写真入りの本人確認証を持参してください

●持参忘れ防止として、スマートフォンにデジタル保存ください

●スマートフォンで確認後は電源をOFFにしてください

※上記（２）資格確認時期は、審判員が用具検査時に毎試合行う

（確約書での参加は県大会までとする。）

１０．申込方法 　所定の申込用紙（福島県ソフトボール協会ホームページよりダウンロード）に必要事項を明確に入力の上、

10月15日（木）必着で、日本ソフトボール協会登録Ｄ表のコピーを添えて、下記宛にメールにて申し込むこと。

なお、備考欄に、指導者資格認定番号を記入すること。※申込書は下記メールアドレスまでExcel版を送付

送付ください。

 【申込先送付先】【プログラム原稿・チーム写真送付先】　　

　　〒960-1101　本宮市高木字井戸上19-13

　　県北ソフトボール協会　理事長　本田　淳　　　

　　電話　０8０－6009-9658　

　　E-mail　kenpoku＿0000＠ymail.ne.jp

１１．参　加　料 　１０,０００円　（大会当日受付時に納入すること。）

１２．競技規定 　（公財）日本ソフトボール協会202６年度オフィシャルソフトボールルール及び本大会規定による。

１３．大会規定 (１)３回15点、４回10点、５回以降７点以上の差が生じた場合は得点差コールドゲームとする。

(２)90分の時間制を採用する。時間内で７回終了時同点の場合は、８回からタイブレークに

　より試合を行うが、時間が来ても勝敗が決しない場合は、抽選にて勝者を決定する。

(３)捕手は、準備投球の時もスロートガードつきマスク・捕手用ヘルメット・プロテクター・

　レガースを着用する。捕手以外の選手が捕球するときは、スロートガードつきマスク・

　捕手用ヘルメットを着用する。監督・コーチが準備投球の捕手をする場合は、スロートガード付マスクを着用する。

  ※　球場内のいかなる場所で、投球練習するときも必ず着用する。

(４)金属製スパイク、セラミック製スパイクの使用は禁止する。

(５)抗議(プロテスト)は、監督に限る。
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(６)無効試合や引き分け試合の場合は、一時停止試合(サスペンデットゲーム)を採用する。

(７)雷が鳴った場合は、即ゲームを中断し、鳴り止んでから２０分後に再開とする。

１４．試　合　球 　ゴム検定12インチとし、ナガセケンコー㈱製を使用する。(主催者が準備する。)

１５．試合方法 　トーナメント方式により実施する。

１６．表　　　彰 　第３位まで表彰する。

１７．組合抽選 　大会事務局において代理抽選を行い、各チーム宛てに通知する。（同一地区が１回戦で対戦

しないように配慮する。）

１８．監督会議 　令和８年1０月３１日（土）午前８時から、十六沼公園スポーツ広場A球場観客席において行う。

なお、監督会議にはユニフォームを着用すること。

１９．開　会　式 　開会式は行わない。表彰式のみ行う。

２０．そ　の　他  (１)組合せ決定後の出場辞退は、原則として認められない。やむを得ない事情で辞退する時は、所属支部協会

　　理事長を通して大会事務局及び県協会事務局へ速やかに、かつ必ず連絡すること。

 (２)大会出場メンバーは、参加申込書の通りとし、監督会議において確認されたメンバーと

　　する。選手の追加、変更は認めない。

 (３)今大会の合同チームは、ユニフォームを統一する必要はない。ただし、ユニフォーム

　　ナンバーが重複しないように配慮すること。

 (４)各球場の第２試合以後の試合に出場するチームは、前の試合の４回終了時に、打順表

　　（５枚１組）に必要事項を記入し、必ず「ふりがな」を付して、当該試合球場本部に提出する。

 (５)ベンチは、組合せ番号の若いチームを１塁側とする。

 (6)コーチャーズボックスには、監督・コーチが入ることを可とする。その際ベンチ内には引率責任者・監督・コーチ

　　　のいずれかが必ずいること。選手が入る場合はヘルメット着用をすること。

 (７)大会結果により令和９年５月に開催予定の第3７回東北中学校男女選抜ソフトボール大会の出場権を得るもの

　　 とするが、出場チームは福島県ソフトボール協会推薦チームとする。

 (８)出場する選手の傷害について、主催者は一切責任を負わないので、各チームにおいて適切に処置すること。

 (９)試合中の応援は指定された場所で行い、選手や観客は、試合や大会運営に支障のない応援に留意すること。

 (１０)スピーディーな試合進行に努め、試合後は相手チームと健闘を称え、握手をすること。

 (1１)連続する試合の場合は、両チーム監督に確認し、20分から30分程度空ける。

 (１２)観客席のない球場は、球場裏での観戦、撮影・センター中心（左右・後）５ｍ以内は

　　　観戦・撮影は禁止。（東北ソフトボール協会申し合わせ事項）

 (1３)大会運営に協力し、ごみ類は各チームで必ず持ち帰ること。

 (1４)会場施設内は全面禁煙とする。喫煙は所定の場所で行うこと。

 (1５)福島民友新聞社からの新聞紙上への「チーム紹介」のための依頼文書などは期限を守るなど協力すること。

 (１６)宿泊及び昼食の斡旋は行わない。

【大会事務局】県北ソフトボール協会　事務局

斎藤　智之　　携帯　090-9749-7462


